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彦
根
城
と
城
下
の
ま
ち
づ
く
り
が
歴
史
の
舞
台
に
登

場
す
る
の
は
、
関
ヶ
原
の
合
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
関
ヶ
原
の
合
戦
（
一
六
〇
〇
年
）
で
徳
川
軍
の
先
鋒

と
し
て
活
躍
し
た
井
伊
直
政
は
、
合
戦
の
論
功
行
賞
に

よ
り
、
石
田
三
成
の
旧
領
で
あ
っ
た
湖
北
・
湖
南
地
方

を
あ
て
が
わ
れ
、
佐
和
山
城
に
入
城
し
た
。
直
政
は
、

合
戦
で
荒
廃
し
た
城
に
か
わ
っ
て
あ
ら
た
な
築
城
地
を

構
想
し
て
い
た
が
、
合
戦
で
受
け
た
鉄
砲
傷
が
も
と
で

二
年
後
に
な
く
な
っ
た
。
嫡
男
の
直
継
は
父
の
遺
志
を

継
い
で
、
あ
た
ら
し
い
城
普
請
を
計
画
し
た
。
松
原
内

湖
（
後
述
）
を
挟
む
佐
和
山
城
の
対
岸
に
位
置
す
る
彦

根
山
が
築
城
に
適
し
た
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
に

許
可
を
得
て
城
普
請
に
着
手
し
た
。
彦
根
山
に
は
、
平

安
時
代
か
ら
観
音
の
霊
験
所
と
し
て
都
に
ま
で
知
ら
れ

て
い
た
彦
根
寺
が
あ
っ
た
が
、
移
転
さ
せ
ら
れ
た
。
工

事
の
完
成
に
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
か
ら
元
和
八

年
（
一
六
二
二
）
ま
で
約
二
十
年
間
を
要
し
た
。
築
城

に
あ
た
り
、
幕
府
か
ら
は
三
名
の
奉
行
が
派
遣
さ
れ
、

近
江
周
辺
の
七
国
（
美
濃
・
尾
張
・
飛
騨
・
越
前
・
伊

賀
・
伊
勢
・
若
狭
）
一
二
大
名
が
動
員
さ
れ
た
天
下
普

請
で
あ
っ
た
。

　
開
始
さ
れ
た
築
城
工
事
だ
が
、
こ
の
時
期
は
ま
だ
大

阪
城
に
豊
臣
秀
頼
が
い
た
の
で
、
彦
根
城
は
豊
臣
家
に

対
す
る
最
前
線
基
地
と
し
て
築
か
れ
、
い
わ
ば
軍
事
的

な
臨
戦
態
勢
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ
た
工
事
で
あ
っ
た
。

　
軍
事
施
設
計
画
と
い
う
城
の
縄
張
り
は
、
大
き
く
彦

根
山
の
頂
上
部
の
山
城
部
分
と
、
山
麓
の
内
堀
部
分
と

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
山
頂
部
は
二
本
の
大
堀
切
を
つ
く

っ
て
彦
根
山
を
三
つ
に
区
分
し
、
真
ん
中
に
本
丸
と
西

の
丸
、
北
に
出
曲
輪
と
観
音
台
、
南
に
鐘
の
丸
を
配
し

た
。
大
堀
切
に
は
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
た
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
は
落
橋
す
れ
ば
よ
く
、
当
初
は
引
き
込
橋
で

あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
ま
た
山
裾
は
全
周
に
わ
た
っ

て
ほ
ぼ
垂
直
に
削
ら
れ
て
い
た
。「
切
岸
」
で
あ
る

（「
堀
切
」「
切
岸
」
は
、
一
月
号
の
「
鎌
倉
：
宗
教
都
市

と
い
う
城
塞
都
市
」
で
も
登
場
し
た
。「
堀
切
」
は
敵
の

尾
根
筋
で
の
動
き
を
阻
み
、「
切
岸
」
は
登
攀
攻
撃
を
妨

げ
る
施
設
）
彦
根
城
の
大
堀
切
は
、
高
石
垣
で
つ
く
ら

れ
た
。

　
最
近
の
調
査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
彦
根
城
の
石
垣
の

構
造
的
な
特
徴
が
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
登
り
石
垣
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
鉢
巻
石
垣
と
腰
巻
石
垣
で
あ
る
。

登
り
石
垣
は
、
斜
面
に
対
し
て
直
角
に
築
き
あ
げ
ら
れ

た
石
垣
で
、
敵
の
斜
面
移
動
を
封
じ
る
施
設
、
彦
根
城

に
は
五
カ
所
設
け
ら
れ
た
。
鉢
巻
石
垣
と
腰
巻
石
垣
は
、

鉢
巻
石
垣
が
土
塁
の
天
端
部
に
設
け
ら
れ
る
石
垣
で
あ

臨
戦
態
勢
で
生
ま
れ
た
城
郭
都
市

彦
根
城（
滋
賀
県
彦
根
市
）
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る
の
に
対
し
、
腰
巻
石
垣
は
土
塁
の
基
底
部
に
築
か
れ

る
石
垣
で
あ
る
。
彦
根
城
で
は
、
内
堀
の
城
内
側
に
築

か
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
石
垣
は
石
材
の
少
な
い
東
国
地

域
特
有
の
石
垣
で
、
江
戸
城
や
会
津
若
松
城
な
ど
で
採

用
さ
れ
て
い
る
が
、
西
国
で
は
彦
根
城
に
し
か
見
ら
れ

な
い
と
い
う
（
以
上
は
『
特
別
史
跡
彦
根
城
跡
　
石
垣
総
合
調

査
報
告
書
』
平
成
二
十
二
年
に
よ
る
）。

　
城
下
町
の
建
設
も
築
城
と
と
も
に
は
じ
め
ら
れ
、
城

普
請
が
終
え
る
こ
ろ
に
は
ほ
ぼ
主
要
な
町
割
り
が
完
成

し
て
い
る
。
町
割
り
造
成
は
、
彦
根
城
東
側
の
松
原
内

湖
（
現
在
の
総
合
運
動
場
や
高
校
な
ど
の
用
地
）
に
流

れ
込
ん
で
い
た
芹
川
を
西
に
振
っ
て
琵
琶
湖
へ
ま
っ
す

ぐ
に
通
し
、
城
の
周
囲
に
内
堀
・
中
堀
・
外
堀
の
三
重

の
堀
を
め
ぐ
ら
し
た
。
外
堀
を
境
に
、
内
側
を
内う

ち

町ま
ち

、

外
側
を
外と

町ま
ち

と
呼
び
、
居
住
区
域
は
、
城
下
町
で
の
軍

事
的
な
配
置
や
職
人
集
団
の
掌
握
を
考
え
て
配
置
さ
れ
、

武
士
は
身
分
格
式
や
職
分
に
応
じ
て
、
町
人
は
職
種
な

ど
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
。
各
堀
の
城
内
側
の
橋
の
袂

に
は
番
所
が
設
け
ら
れ
た
。

　
戦
に
備
え
て
つ
く
ら
れ
た
彦
根
城
で
あ
っ
た
が
、
徳

川
幕
府
の
長
期
安
定
政
権
が
続
い
た
お
か
げ
で
戦
を
一

度
も
経
験
し
て
い
な
い
。
ま
た
江
戸
時
代
は
、
譜
代
大

名
の
多
く
が
昇
進
の
た
め
転
封
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、

幕
府
に
重
用
さ
れ
た
井
伊
氏
は
幕
末
に
至
る
ま
で
一
度

の
所
替
え
も
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
町
民

の
城
主
に
対
す
る
信
望
も
熱
く
、
天
守
は
町
と
町
民
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
明
治
維
新
で
各
地
の
城
が
破
壊

さ
れ
る
中
、
地
元
住
民
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、

明
治
天
皇
が
巡
幸
さ
れ
た
と
き
、
天
守
や
櫓
の
保
存
を

請
願
し
た
。
参
議
大
隈
重
信
の
進
言
な
ど
も
あ
り
、
保

存
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
空
襲
に
も
遭
わ
な
か
っ
た
の
で
、
彦
根
に
は
多
く
の

も
の
が
残
っ
て
い
る
と
期
待
で
き
そ
う
だ
が
、
時
代
の

変
化
に
抗
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
東
海
道
線
が
通

り
、
戦
後
に
は
マ
ラ
リ
ア
対
策
と
し
て
外
堀
の
大
半
と

玄
宮
園
・
楽
々
園
に
広
が
る
湿
地
帯
が
埋
め
立
て
ら
れ
、

公
園
や
道
路
に
利
用
さ
れ
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
は

彦
根
駅
を
中
心
に
土
地
区
画
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
モ

ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
わ
せ
て
水
路
が
道
路
に
か
わ

っ
た
。
都
市
整
備
の
進
展
と
と
も
に
、
残
さ
れ
た
外
堀

の
水
面
も
完
全
に
消
失
し
た
。
と
は
い
え
彦
根
に
は
、

城
郭
都
市
の
遺
構
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
変

化
も
大
規
模
で
は
な
い
の
で
、
江
戸
の
古
図
を
も
っ
て

町
中
を
歩
け
ば
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
比
較
的
容
易
に

確
認
で
き
る
。

　
暫
定
遺
産
一
覧
表
で
は
、
以
下
の
点
を
評
価
す
る
。

彦
根
城
は
十
七
世
紀
初
頭
の
城
郭
建
築
最
盛
期
の
遺
産

で
あ
り
、
城
郭
建
築
と
居
館
の
庭
園
で
あ
る
楽
々
園
お

よ
び
玄
宮
園
が
残
り
、
二
重
の
堀
と
石
垣
・
城
壁
が
良

好
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
城
下
町
は
、
近
代
的
な
市
街

地
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
街
路
の
形
態
な
ど
に
城
下
町

特
有
の
地
割
が
残
っ
て
い
る
。

左／七曲り仏壇街
寛永末年から正保年間（1643〜 47）
にかけて形成された街区で、屈曲した
道沿いに展開したことから七曲りと呼
ばれる。仏壇製造業が起こり、今日の
彦根の地場産業へと発展している。

右／�下魚屋町の町並みと卯
う

建
だつ

の�
ある長屋

下魚屋町は、内町の町の中では本町と
ならび、最初期に開発された。開発当
初は、佐和山城下からの移住者で占め
られた。名称は、魚売り商人を集住さ
せたことにちなむ。

天守
３階３重の天守で、屋根は切
妻破風・入母屋破風・唐破風
の３つの様式を採用、２階・
３階には花頭窓を配するな
ど、変化に富んだ美をみせ
る。建物は、通し柱を用いず
に各階ごとの積み上げ方式で
ある。

・
彦
根
城
博
物
館
編
集
『
彦
根
の
歴
史
─
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
─
』

　
彦
根
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年

・「
彦
根
城
と
城
下
町
」
彦
根
市
教
育
委
員
会
提
供
資
料
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彦根士族屋敷図
 （1735〜1751年頃）
城を中心に3重にめぐる
堀や大きな松原内湖の存
在が描かれ、城下町全体
の様子がわかる。本丸上
側の敷地（「御庭」）が玄
宮園と楽々園、図面右斜
め上側方向が佐和山城、
左の水色は琵琶湖。（『彦
根の歴史』より転写）


